
第2回先端研究社会実装シンポジウム開催 

2025.12.10 

2025 年 11 月 21 日(金)に第 2 回先端研究社会実装シンポジウムを開催いたしました。本シンポジウムは参加

者の皆様と本学研究者との双方向コミュニケーションを通じて先端的な研究成果を体感いただき、社会実装・社

会貢献をさらに加速させることを目的としております。当日は企業・団体の皆様、学園・大学関係者など、434

名のご来場をいただきました。 

 

プログラム 

〈講演・プレゼンテーション〉 

13:10 基調講演 会場：甲友会館大ホール 

    「AI と量子が拓くサステナブルな未来」 

株式会社東芝 代表取締役社長執行役員 CEO 島田太郎氏 

 

14:00 特別講演  会場：甲友会館大ホール 

「再生医療の革新と普及を実現する機能性ゲルの創出」 

フロンティアサイエンス学部 長濱宏治 教授 

 

14:40～  研究シーズプレゼンテーション 

 

〈展示ブース・ポスター展示〉 

12:30～  展示ブース（教員）、ポスター展示（大学院生） 

 

中井伊都子学長の開会挨拶の後、株式会社東芝 代表取締役社長執行役員 CEO 島田太郎氏 （1990 年甲南大学

理学部物理学科卒）による基調講演が行われました。 「AI と量子が拓くサステナブルな未来」と題して、AI とは

何か、その課題、宗教哲学や脳科学的な観点からの考察、量子技術と AI、量子技術の動向、社長の仕事などにつ

いてご講演いただきました。特別講演では、フロンティアサイエンス学部 長濱宏治 教授による 「再生医療の革

新と普及を実現する機能性ゲルの創出」について、創出した医療材料を社会実装し、医療現場に届け、従来の医

療では救えない多くの人々を救うという夢について講演いただきました。 

 

   
 

  

 

 

 

 

 



 研究シーズプレゼンテーションでは、「計測・分析」「ライフサイエンス」「環境エネルギー」の 3 つの分野か

ら、6 名によるプレゼンテーションを行い、最新の研究成果について紹介されました。 

 

 
 



 展示ブースでは、29 のブースが出展し、来場者とのインタラクションを通じて、各自の研究について深く考

えていただく機会となりました。 

 

 
 

※  「甲南新紀戦略研研究プロジェクト」は、最先端で甲南らしい特色ある研究からイノベーション創出など社会

の発展に大きく寄与する取組み、及び地域に根差し、その課題解決をリードしていく甲南らしい特色ある研究か

ら、地域の経済・社会・雇用・文化などの発展・深化に大きく寄与する取組みに助成を行い、もって甲南大学の

研究力の向上及び教育への浸み出しを目的として行うものです。2024 年度からの第Ⅰ期は、3 つの研究課題が

採択されました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他、本学大学院生の研究活動を紹介するポスター展示も行われ、77 名が参加いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学の研究成果を社会実装へとつなげ、地域社会の発展に寄与するという本学のビジョンの実現に向けて、今後

も産官学連携の活性化につながる取り組みを推進してまいります。 

 

 


